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地‐1学|=教 育.を―思 :‐う:

理科教育と言われるものの中で,生物,化

学,物理などの分野に比べて:地学はたしか

に見劣りがするし,軽く見過され気床である1~1

ことはおヽ■般的にぃぅていなめないであろう:
二 人,,.生れて産湯を使い,死た,際 しては末期

の水といい,むつかしい時には石の上にも
=

年などというかと思うと1病に取りつかれると

| と,薬右とぃって大騒ぎ・∵…  `

然るに何と世人の1地学に日頃の関心の浅

く,かつうすいことよ|∵体これはどうした

ことめヽ どこからこうした状態を醸し出すの

だろう力、

Jヽ学校のはじめのころ,子供たちを海岸や
°

河原に伴つて,石を拾わせたり,砂や土をい

ちらせると,こ の上なく喜

`日
頃気付かなく

‐ くて見過していたものを発見して驚異的な関

:心を示す
`私

は曾て,それはそれば素晴らし

t、金ピカの金鉱石を手に入れたので,持ち帰 :

って家族に披露説明したことがある。ところ

力ヽ 翌朝まだ家のものが寝ている中に起き出

た四っになる女の子が,家の近くから手頃な 「

石ころを拾うてきて,「お母ちゃれ これに

金が入ちていないだろう力ЪJと炊事場で霧

ねているのを聞いて,はらと胸打たれた記憶

: がある.その女の子が高校時代L修学旅行に

1出 る朝卜「 おみやげは何を買って来よう力J
｀
といるたので,|「たしかな石Jを求めたとこ
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|ろb帰うてからいうごとには,「 日光に行っ

ても京都をまわっても1先生は石のことには

‐言もふれなかoたので,明治神営に行った

臨 パラスを■整みもらてきたよJtのこと

であった これは私の家庭のはしたない出来

‐事に澤ぎないハ .「子供の成長と地学への関

心Jというテーマに立らて,地学者やI地学

教育者に他画あなどしてお考え願いをおとぃ

う携 の々心麟 義騎携1漱第でぁ私 :

今日,地学は他の分野に比べて1著しく見劣

りがすれ■小・ 中・・ 高校に於しヽでも,文蔀省 '

の理科教育振興法に基づく施設設備の中で,

地学にっいての備品購入は皆無というてよい

状態である。これは,・ この法案を編まれた当

時の当局者iの中に,地学者がいなからたでぁ

ろうことも考えち
―
務 t'■般通念|と して:地

学が敬遠さ藪落1実証でなあろうと思われL
まづ地学者や地学研究者の絶対数が少ない

とも、ぅこれ 若い学生で地学に志す人ぶ続あ

て少なく,これにかしりもこぅとする人:亀

餘程のかゎりもの力ヽ 行先を見失った気まぐ

れで́あるこ更に若い人をこのような状態に追

いこんたことな:i夫れ夫れ考えられる原因も
‐

あろう力ヽ 第一に直接大きな障害となうてい

るのは,高校時代の教師の力である.大体生

物や1化学の人がら玄武岩や安出岩みたいな

石にかじりつこうということに根本的に無理
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‐ があり,不可能がぁる.    : | ■

大学では研究室の不足からくる収容学生の
:

■絶対数が極あて少しく・といぅこ亀 鵜 指導臨

研究障も他に比べて小規模であ、り,予算面で

:缶 むヽしろ辛うじて命脈を保つているといo

lて もよいくらいにしかすぎなし、   |
| ■頃鉱出業はなやかなりし頃は■大学や専

:

門学校を出た地質量さん力ヽ 大学の一部を除

■`て,学校の発生にでも―なるような人は殆ん

,どなく,今日の高等学校で地学を教えるのは
1

.片‐手間扱いにしかされてぃなかっ亀 こうし

た学校で,:鉱物や岩右のような
:変化年乏し

く静的で1しかも結晶みたいなことをやたら

・ と,物識り顔に宣伝さ瀞たら,も うこりこり

' ,で1今後一切こうしたことは好まないどころ

か,全く毛嫌いするようになoたというのが

実態である二|:       ■ ■

ti だからi:_  :オ :  :  .  ::`

「1.次のよう:な ことな:今後の地学教育にたず

.さ ゎる人々に期待したいのであ:ろ.

0'あなた1お .:まず手始めにⅢ奥さ|んも

:お子
1さ

:ん:たちを1日i躍毎に野外に連れ出して,

「要に楽しめる1よ うにする通俗的地学宣伝技術 ■

11を試みて::こ :れに成功し得るゃ否ゃЬこれが
,

11・ 1今 日の地学の社会的地位を高め,広める.第一
:

1歩である九 .雨の時に1:島 1図上,仕事やサン
`

|・ プルワ■'グなど|■晴雨:寒暑四季1を通じて―ケ

11年だけr,自 らの教育教化刀をためして見給れ

■,これに成功:し1得れャ島|まずあなたは今日の要 :

■請に合格し,た といえるi適格者と自任してよい:

1・であろう。'何となれ島 地学の根本は物理や

数学にぁるにせよ1今日当面してあ|なたたち ,1

は:天象を語り:地文を説いてら大いに地学 :

の社会的認識を高揚すべき先兵だからであれ

り 地学のうち,特に地質は実地にあたり

'
現場に立たなけれ晟 およそ意味がないこと ′

だし二書物や:黒板だけでは理解し難いもの

である二現地にあたって事実を説明すれ4 
‐‐

1容易に解けることも,夕 ■卜だけでは断じて
:

分りうこないことが多いもので,さすが地学

′と言われる所以である。天文またしかりで,

‐星座を何度説明しようとも,一回の実地観測

の加 ヽ はるかに効果的であることは,どな

たも経験ずみのことであろう●

: それだけにし地学の先生たらんもの夕trい

っも土や石と親しみ,常に手がよごれていな

くてはならなし、 世俗にいうような,よ ごれ

た手ではなくて,お医者がヨーチンくさいと

｀
か,アルコ丁ルくさいとぃわ■うと同義的な

意味での要請である.

.:彼等,紳いた.ま しいに,成長朝の心情?中

に,野外で接した先生の姿や・雰囲気は,末長

く忘れ難い印象と,な ら.て
:‐ 師弟愛もつながり

‐の深いもの準なる。なくして育つた教え児た

ちの中からは決して不良化も起らなし、 人間

的なたましいが触れ合うなりで■●うこ

‐‐・01誰準も発生であり得こと|ヽ ,こ れ ‐

:直接にたずさゎる相手は二小。中・ 高の子供

である力ヽ 相手をこれに限定していて:ま

`ニ
1向につまらなし、:農家の本にもぅ1町長さんに1■

'も夕少くとも斯のこと
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のお相1‐

‐
手になり,場合によらては学問上献策も出来
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脅下,の響零|ギ1軍干彎甲野摯`下
は,どなたがお出て下さつても:確信をもっ

下ヤ肇ギ1■ :‐f琴丁舞1弁
ず1自信を持ち

得るまでにな■て1ましいヽ のである.
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研究発表1新知識の紹介や解説t会員相互の連絡などを行な ,｀ 、本会

誌の機能を充分発
:揮

する.た ゅに.ふ るちて投稿されも長崎県地学σ発展
・

に努めて頂きたいと思|い :ま す
`随

想■“他山Iの 石
'あ

―
記事も歓通しなす

最1教竹可牢的章料の発表 響ヽ待しFII11原 IⅢⅢ
‐
必ず4Ⅲ宇語本結

用紙た横書にしそ下さぃ。1歯 ■表は未文|と な磨iた暑■t、 未麦お農た轟.

入位置をして下さい。第 3号の締切は [1‐ 1月 1‐
|‐日頃にします。

轟 11‐

定例懇
:談

日の開設(第

DiF以 降.年月第 1土躍甲午後にt理事あ芳をはじら。会員あ方夕が

申
由に

寒
らて琴 |ァ 本会で主響する行毒9相談,会議あ編集P資料の交

換.研究上の討論、その他諸たの懇談を致したいと思ぃます。.寄贈.さ れ

た雑誌もその時読
～
F頂け‐ます.と かく忙しぃ昨今ですが:も 1も らじ:き

:満

η才を迎える地学会をすこやかに育ても併せそ会員自らの研修の為こ気
楽に集 つて話合ぃまし」よう.場所は当分の FHl｀、長大学芸学部地学教壼に

しますが,いずれは県ゴヒ (佐世保市)・ にも何処が慕願仏しをはごう
.男、

・
と

思,ら て仏ま́す。 ,ま く軌道にのればtその蔀度場所を憂えそ::ょ をあ撃

校あ設備を見学する機会にもなると思います二 
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